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　昔むかし浅草あさくさの駒形こまかたに半田屋長兵衛はんだやちやうべゑといふ茶器ちやきの鑑定家めきゝがございました。其頃そのころ諸侯方しよこうがたへ召めされ、長兵衛ちやうべゑが此位このくらゐの値打ねうちが有るといふ時は、直ぢきに其その代物しろものを見ずに長兵衛ちやうべゑが申まうしただけにお買上かひあげになつたと云いふし、此人このひとは大人たいじんでございますから、大概たいがいな処とこから呼びに来きても頓とんと参まゐりません。家うちには変へんな奉公人ほうこうにんを置きまして、馬鹿ばかな者を愛して楽しんでゐるといふ極ごく無慾むよくな人でございました。長「何なにを、往いかねえよ、何なんだと。女房「でもお手紙が参まゐりましたよ。長「何処どこから。女房「萬屋よろづや五左衛門ざゑもんさんから。長「ムウン又また迎むかひか、どうも度々たび〴〵招待状せうたいじやうをつけられて困るなア、先方むかうは此頃このごろ茶ちやを始はじめたてえが、金持かねもちゆゑ極ごく我儘わがまゝな茶で、種々いろ〳〵道具だうぐを飾かざり散ちらかして有あるのを、皆みんなが胡麻ごまアするてえ事を聞いたが、己おらア然さういふ事をするのが厭いやだから断ことわつてくんなせえ。女房「だつて貴方あなた、度々たび〴〵の事ですから一度ど往いらつしやいな、余あんまり勿体もつたいを附つけるやうに思はれるといけませんよ。長「茶も何なにもやつた事のねえ奴やつが、変へんに捻ひねつたことを云いつたり、不茶人ふちやじんが偽物にせものを飾かざつて置くのを見て、これは贋にせでございますとも謂いへんから、あゝ結構けつこうなお道具だうぐだと誉ほめなければならん、それが厭いやだから己おれの代かはりに彼あの弥吉やきちの馬鹿野郎ばかやらうを遣やつて、一度どでこり〳〵するやうにしてやらう。女房「お止よし遊ばせよ、あなたは彼あれを怜悧りこうと思召おぼしめして目を掛かけていらツしやいますが、今朝けさも合羽屋かつぱやの乳母おんばさんが店でお坊ばうさんを遊ばして居ゐる傍そばで、弥吉やきちが自分の踵かゝとの皮を剥むいて喰たべさせたりして、お気の毒な、子供衆こどもしゆだもんですから、何なにも知らずむしや〳〵喰たべて居ゐましたが、本当に汚きたない事をするぢやア有ありませんか、それに此頃このごろでは生意気なまいきになつて、大人おとなに腹を立たせますよ。長「いや、馬鹿ばかと鋏はさみは使ひやうだ、お前まへは嫌きらひだが、己おれは嗜すきだ……弥吉やきちや何処どこへ往いつた、弥吉やきちイ。弥「えゝー。長「フヽヽ返事が面白おもしろいな……さ此方こつちへ来こい。弥「えゝー。長「何なんだ大きな体躯なりをして立つてる奴やつが有あるか、坐すわんなよ。弥「用が有るなら直ぢきに往いつて来くるにやア立つてる方はうが早はええや。長「馬鹿ばかだな、苟且かりにも主人しゆじんが呼んだら、何なにか御用ごようでも有ありますかと手を突いて云いふもんだ、チヨツ（舌打したうち）大きな体躯なりで、汚きたねえ手の垢あかを手の掌ひらでぐる〳〵揉もんで出せば何どの位くらゐの手柄てがらになる、物ものを積つもつて考へて見ろ、それに此頃このごろは生意気なまいきになつて大分だいぶ大人おとなにからかふてえが、宜よくないぞ、源蔵げんぞう見みたやうな堅かたい人を怒おこらせるぢやアねえぞ。弥「なに彼あの人ひとはね疝気せんきが起おこつていけないツてえから、私わたしがアノそれは薬を飲んだつて無益むだでございます、仰向あふむけに寐ねて、脇差わきざしの小柄こづかを腹はらの上に乗のつけてお置きなさいと云いつたんで。長「ムヽウ禁厭まじなひかい。弥「疝気せんきの小柄こづかツ腹ぱら（千住じゆの小塚原こづかつぱら）と云いつたら怒おこりやアがつた、跡あとから芳蔵よしざうの娘むすめが労症らうしやうだてえから、南瓜たうなすの胡麻汁ごまじるを喰くへつてえました。長「何なんだい、それは。弥「おや〳〵労症らうしやう南瓜かぼちやの胡麻汁ごまじるつて。長「馬鹿ばかな事を云いふな、手前てめえは江戸えどツ子こぢやアねえぞ、十一の時とき三州しう西尾にしをの在ざいから親父おやぢが手を引いて家うちへ連つれて来きて、何卒どうぞ置いてくれと頼たのまれる時、己おれが鼠ねづみ半切はんぎれへ狂歌きやうかを書いて遣やつたツけ、ムヽウ何なんとか云つたよ、えゝ「西尾にしをから東ひがしを差さして来きた小僧こぞう皆身みなみの為ために年季奉公ねんきぼうこうと、東西南北とうざいなんぼくで書いて遣やると、お前まへの親父おやぢがそれを国くにへ持つて往いつて表装へうさうを加へ、掛物かけものにして古ふるびが附つき時代が附つきますによつて、忰せがれも成人せいじん致いたしませう、そればかりが楽しみでございます、何分なにぶんどうかお世話を願ひますと、親はそれ程ほどに思つてゐるのに、親の心子知らずと云いふはお前のことだ。大きな体躯なりをして居ゐながら、道具だうぐは些ちつとも覚おぼえやアしねえ、親の恩を忘れちやア済すまんぞ。弥「アハヽヽ親玉おやだまア。長「何なんだ、人が意見を云いつてるのに誉ほめる奴やつが有あるか、困るなア、もう十八だぜ貴様きさまも。弥「然さう〳〵来年は十九だ。長「其様そんなことは云いはなくつても宜よい、就ついては今いま萬屋よろづやから手紙が来きたんだ、先方むかうで己おれの顔を知らんから、お前まへ己おれの積つもりで代だいに往いけ。弥「へえゝ……代だいてえのは……。長「己おれの代かはりに往いくんだ。弥「ハヽヽそれぢやア私わたしが此この身上しんしやうを貰もらふのだ。女房「御覧ごらんなさい、馬鹿ばかでも慾張よくばつて居ゐますよ。長「黙だまつてゐな、己おらア馬鹿ばかが好すきだ……其儘そのまゝ却かへつて綿服めんぷくで往ゆけ、先方むかうへ往ゆくと寄附よりつきへ通とほすか、それとも広間ひろまへ通とほすか知らんが、鍋島なべしまか唐物からものか何なにか敷しいて有あるだらう、囲かこひへ通とほる、草履ざうりが出て居ゐやう、露地ろぢは打水うちみづか何なにかして有あらう、先方せんぱうも茶人ちやじんだから客は他ほかになければお前まへ一人だから広間ひろまへ通とほすかも知れねえが、お前まへは辞儀じぎが下手へたで誠に困る、両手をちごはごに突ついてはいけねえよ、手の先さきと天窓あたまの先さきを揃そろへ、胴どうを詰つめて閑雅しとやかに辞儀じぎをして、かね〴〵お招まねきに預あづかりました半田屋はんだやの長兵衛ちやうべゑと申まうす者で、至いたつて未熟みじゆくもの、此後こののちともお見知みしり置おかれて御懇意ごこんいに願ひますと云いふと、先まづ此方こちらへと、鑑定めきゝをして貰もらふ積つもりで、自慢じまんの掛物かけものは松花堂しやうくわだうの醋吸すすひ三聖せいを見せるだらう、宜よい掛物かけものだ、箱書はこがきは小堀こぼり権ごん十郎らうで、仕立したてが慥たしか宜よかつたよ、天地てんちが唐物緞子からものどんす、中なかが白茶地しらちやぢの古金襴こきんらんで。弥「へえー……何なにを。長「松花堂しようくわだうの三教けう醋吸すすひの図づで、風袋ふうたい一文字もんじが紫印金むらさきいんきんだ、よく見て覚おぼえて置け。弥「へえー紫色むらさきいろのいんきんだえ、あれは癢かゆくつていけねえもんだ。長「何なんだ其様そんな尾籠びろうなことを云いつちやアなりませんよ、結構けつこうな御軸おぢくでございますと云いふんだ、出して見せるか掛かけて見せるか知らんけれども掛かけて有あつたら先まづ辞儀じぎをして、一応おう拝見はいけんして、誠にどうもお仕立したてと申まうし、お落着おちつきのある流石さすがは松花堂しようくわだうはまた別でございます、あゝ結構けつこうな御品おしなで、斯様かやうなお道具だうぐを拝見はいけん致いたすのは私共わたくしどもの眼めの修業しゆげふに相成あひなりますと云いつて、身みを卑下ひげするんだ。弥「ひげするんなら、角かどの髪結床かみゆひどこへ往いきやア直ぢきだ。長「髯ひげを剃するんではない、吾身わがみを卑いやしめるんだ、然さうすると先方むかうでは惚込ほれこんだと思ふから、お引取ひきとり値段ねだんをと来くる、其時そのとき買冠かひかぶりをしないやうに、其その掛物かけものへ瑾きずを附つけるんだ。弥「へえ、それは造作ざふさもねえ、破やぶくか。長「破やぶく奴やつが有あるか、知れねえやうに瑾きずを附つけるのが道具商だうぐやの秘事ひじだよ。弥「フヽヽ「ヒヂ」は道具商だうぐやより畳職たゝみやの方はうがつよいで。長「黙だまつて人の云いふことを聞け、醋吸すすひの三聖せいは結構けつこうでございます、なれども些ちと御祝儀ごしゆうぎの席には向きませんかと存ぞんじます、孔子こうしに老子らうし、釈迦しやかは仏ぶつだからお祝いはひの席には掛かけられませんと、買つてくれと云いはれないやうに瑾きずを見出みいだして、惜をしい事ことには何どうも些ちと軸ぢくににゆうが有ありますと云いつてにゆうなぞを見出みいださなくツちやアいかねえ。弥「へえー……「にゆう」てえのは坊ばうさまかい。長「何故なぜえ。弥「づくにゆうでございますツて。長「然さうぢやアねえ、軸ぢくに「にゆう」が有ありますと云いふのだ。弥「へえー。長「にゆうを知らんか、道具商だうぐやの御飯おまんまを喰くつてゝ「にゆう」を知らん奴やつもねえもんだ。弥「アハヽヽ何なんの事こつた。長「瑾きずが出来できたと云いつては余あんまり素人染しらうとじみるから、瑾きずを「にゆう」と云いふが道具商どうぐやの通言あたりまへだ。弥「へえ、始はじめて聞いた。長「何どうかすると、お客さまに腰こしの物ものを出されるかも知れねえ、然さうしたら私わたくしは小道具こだうぐの方はうとは違ひますゆゑ刀剣たうけんの類るゐは流違りうちがひでございますから心得こゝろえませんが、拝見はいけんだけ仰おほせ付つけられて下くださいましと云いつて、先まづ頭かしらから先さきへ眼めを附つけ、それから縁ふちを見て、目貫めぬきから何どうも誠にお差さしごろに、定さだめし御中身おなかみは結構けつこうな事でございませう、当季たうき斯かやうな物ものは誠に少なくなりましたがと云いつて、服紗ふくさを刀柄つかへ巻まいて抜ぬくんだよ、先方むかうへ刃はを向むけないやうに、此方こちらへ刃はを向けて鋩子先ばうしさきまで出でた処でチヨンと鞘さやに収をさめ、誠に結構けつこうなお品しなでございますと、誉ほめながら瑾きずを附つけるんだ、惜をしい事には揚物あげものでございますつて。弥「へえ天麩羅てんぷらかい。長「解わからんのう、長ながい刀みを揚あげて短くしたのを揚身あげみといふ。弥「矢張やつぱりあなごなぞは長いのを二つに切りますよ。長「喰くらひ意地いぢが張はつてるな、鑑定めきゝが済すむと是これからお茶を立てるんで御広間おひろまへ釜かまが掛かゝつて居ゐる、お前めえにも二三度ど教へた事も有あつたが、何時いつも飲のむやうにして茶碗ちやわんなぞは解わかりません、何なんでございますか誠に結構けつこうな御茶碗おちやわんでと一々聞いて先方むかうに云いはせなければなりませんよ、それからぽツぽと烟けむの出るやうなお口取くちとりが出るよ、粟饅頭あはまんぢうか蕎麦饅頭そばまんぢうが出るだらう。弥「へえ、何人前なんにんまへ出るえ。長「何人前なんにんまへなんて葬式とむらひぢやア有あるまいし、菓子器くわしきへ乗せて一つよ。弥「たつた一つかア。長「がつ〳〵喰くふと腹はらを見られるは。弥「ぢやア腹掛はらがけをかけて往いきませう。長「フヽヽ其その桟留縞さんとめじまの布子ぬのこに、それで宜よい、袴はかまは白桟しろざんの御本手縞ごほんてじまか、変へんな姿だ、ハヽヽ、のう足袋たびだけ新しいのを持たしてやれ。弥「ぢやア往いつて参まゐります。と火ひの附つきさうな頭髪あたまで、年寄としよりだか若いか分わかりません。長「随分ずゐぶん茶ちやの有ある男をとこだな……草履下駄ざうりげたを片かたちんばに履はいて往ゆく奴やつがあるか、狗いぬがくはへて往いつた、外ほかに無いか、それではそれで往いけ、醋吸すすひの三聖せい、孔子こうしに老子らうしに釈迦しやかだよ、天地てんちが唐物緞子からものどんす、中なかが白茶地しらちやぢ古錦襴こきんらん、風袋一文字ふうたいいちもんじが紫印金むらさきいんきんだよ、瑾きずの事ことがにゆうだよ、忘れちやアいけないよ。弥「へい畏かしこまりました。とぴよこ〳〵出掛でかけましたが、愚おろかしい故ゆゑ萬屋よろづや五左衛門ざゑもんの表口おもてぐちから這入はいればよいのに、裏口うらぐちから飛込とびこんで、二重ぢうの建仁寺垣けんねんじがきを這入はいり、外庭そとにはを通とほりまして、漸々やう〳〵庭伝にはづたひに参まゐりますと、萱門かやもんが有あつて締しめてあるのを無理に押したから、閂かんぬきが抜ぬけ、扉とびらが開あく機はずみに中なかへ転ころがり込こみ、泥だらけになつて、青苔あをごけや下草したくさを踏ふみ暴あらし、辷すべつて転ころんで石燈籠いしどうろうを押倒おしたふし、松まつヶ枝えを折をるといふ騒さわぎで、先程さきほどから萬屋よろづやの主人あるじは、四畳でふの囲かこひへ這入はいり、伽羅きやらを焼たいて香かうを聞いて居をりました。弥吉やきちは方々はう〴〵覗のぞいたが誰だれも居ゐません。ふと囲かこひへ眼めを附つけ、弥「此こん中なかに人が居ゐるだらう。と怪けしからん奴やつで、指の先へ唾つばを附つけ、ぷつりと障子しやうじへ穴を開あけ覗のぞき見て、弥「いやア何なにか喰くつて居ゐやアがる。主人「これ、誰たれか来きたよ……誰だれだ、其処そこへ穴あなを開あけたのは、怪けしからん人だな、張立はりたての障子しやうじへぽつ〳〵穴あなを開あけて乱暴らんばうな真似まねをする、誰だれだな、覗のぞいちやアいかん、誰だれだ。弥「ハヽヽ何どうか怒おこつてやアがる、えヘヽヽ御免ごめんなさい。主人「これは驚おどろいた……誰だれか来こいよ、変へんな人が来きたから……其処そこは這入はいる処とこぢやア有ありません、づか〳〵這入はいつて来きちやアいけません。弥「門もんを破やぶつて這入はいつた。主人「おゝ〳〵乱暴狼藉らんばうらうぜきで、飛石とびいしなぞは狗いぬの糞くそだらけにして、青苔あをごけを散々さん〴〵に踏暴ふみあらし、折角せつかく宜よい塩梅あんばいに苔こけむした石燈籠いしどうろうを倒たふし、松まつヶ枝えを折をつちまひ、乱暴らんばうだね……何方どちらからお入来いでなすつた。弥「アハヽヽ驚おどろいちまつたな……コヽ予々かね〴〵お招まねきになりました半田屋はんだやの長兵衛ちやうべゑで。主人「へえー是これは驚おどろき入いつた、左様さやうとは心得こゝろえず甚はなはだ御無礼ごぶれいの段々だん〴〵何なんともどうも、是これは恐縮千萬きようしゆくせんばん……何卒どうぞ是これへ〳〵速すみやかにお通とほりを願ひます、何卒どうぞ是これへ是これへ。弥「ハヽヽ狭せまつこい処とこに這入はいつてるな……己おらア手前てめえに禁厭まじなひを教をしへてやらうか。主人「ヘヽヽ御冗談ごじようだんばかり……へえ成程なるほど……えゝ予々かね〴〵天下有名てんかいうめいのお方かたで、大人たいじんで在いらつしやると云いふ事ことは存ぞんじて居をりましたが、今日けふは萬屋よろづやの家うちへ始はじめて往ゆくのだから、故意わざと裏口うらぐちからお這入はいりになり、萱門かやもんを押破おしやぶつて散々さん〴〵に下草したくさをお暴あらしになりました所とこの御胆力ごたんりき、どうも誠に恐入おそれいりました事で、今日こんにちの御入来ごじゆらいは何なんとも何どうも実じつに有難ありがたい事ことで、大おほきに身みの誉ほまれに相成あひなります、何卒どうぞ速すみやかに此方これへ〳〵。弥「私わつちアお前めえにりん病びやうが起おこつても直ぢきに療なほる禁厭まじなひを教をしへて遣やらう、縄なはを持つて来きな、直ぢきに療なほらア。主人「はてな…へえゝ。弥「痳病りんびやう（尋常じんじやう）に縄なわにかゝれと云いふのだ。主人「えへゝゝ御冗談ごじようだんばかり、おからかひは恐入おそれいります、えゝ始めまして……（丁寧ていねいに辞儀じぎをして）手前てまへは当家たうけの主人あるじ五左衛門ござゑもんと申まうす至いたつて武骨ぶこつもので、何卒どうか一度ど拝顔はいがんを得えたく心得こゝろえ居をりましたが、中々なか〳〵大人たいじんは知らん処ところへ御来臨ごらいりんのない事は存ぞんじて居をりましたが、一度どにても先生の御入来おいでがないと朋友ほういうの前まへも実じつに外聞ぐわいぶん悪わるく思ひます所から、御無礼ごぶれいを顧かへりみず再度さいど書面しよめんを差上さしあげましたが、お断ことわりのみにて今日けふも御入来おいでは有あるまいと存ぞんじましたが、図はからざる所ところの御尊来ごそんらい、朋友ほういうの者ものに外聞ぐわいぶん旁かた〴〵誠に有難ありがたい事で恐入おそれいります……何どうもお身装みなりの工合ぐあひ、お袴はかまの穿はきやうから更さらにお飾かざりなさらん所と云いひ、お履物はきものがどうも不思議ふしぎで、我々われ〳〵が紗綾縮緬さやちりめん羽二重はぶたいを着ますのは心恥こゝろはづかしい事で、既すでに新しん五百題だいにも有あります通とほり「木綿もめん着きる男子をのこのやうに奥おくゆかしく見え」と実じつに恐入おそれいります、何卒どうぞ此方こちらへ〳〵。弥「お前めえさんの処とこから頼たのみが有あつたので見に来きた。主人「それは誠に恐入おそれいります。弥「手を揃そろへてお辞儀じぎをするんだが何どうだい……此位このくらゐで丁度ちやうど揃そろつて居ゐるか居ゐねえか見てくれ。主人「へゝゝゝ御冗談ごじようだんばかり。弥「揚物あげものが解わかるか、揚物あげものてえと素人しらうとは天麩羅てんぷらだと思ふだらうが、長なげえのを漸々だん〴〵詰つめたのを揚物あげものてえのだ、それから早く掛物かけものを出して見せなよ、破やぶきアしねえからお見せなせえ、いんきんだむしの附着くつゝいてる箱は川原崎かはらさき権ごん十郎らうの書かいたてえ……えゝ辷すべつて転ころんだので忘れちまつた、醋吸すすひの三聖せい格子かうしに障子しやうじに……簾すだれアハヽヽヽ、おい何どうした、確しつかりしねえ。主人あるじ五左衛門ござゑもんは驚おどろきまして太鼓張たいこばりのふすまを開あけて、五「アツ。と口くちを開あけたまゝ水屋みづやの方はうへ飛出とびだしました。弥「おい……ハヽヽ彼方あつちへ逃にげて往いきやアがつた、馬鹿ばかな奴やつだなア……先刻さつきむぐ〳〵喰くつてゐた粟饅頭あはまんぢう……ムンこゝに烟けむの出でる饅頭まんぢうがある、喰くひかけて残のこして往いきやアがつたな。と香炉かうろを手に取揚とりあげ、銀ぎんの匙さじで火ひの附ついた香かうを口へ入れ、弥「おゝ熱あつつゝゝゝ。五「乱暴らんばうな人だ、火を喰くつてらア、口の中に疵きずが出来できましたらう。弥「いえ、にゆうが出来できました。

（拠酒井昇造筆記）
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